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運営推進会議記録 

事業者 

事業所名 

住所 

社会福祉法人 やまびこ 

ゆいテラスやまや（小規模多機能型居宅介護） 

新潟県十日町市山谷 650-1 

開催日時 令和 5 年 10 月 20 日（金） 15：00～16：00 

開催場所 ゆいテラスやまや ２階多目的ルーム 

出席者内訳 

 

 

 

 

吉田地区自治振興会会長      児玉義昭 様 

吉田地区民生委員         斎木秀夫 様 

吉田地区民生委員         尾身博隆 様 

利用者・家族 代表        桑原貞芳 様 

社会福祉法人やまびこ 施設長   澤瀉康宏 

ゆいテラスやまや 管理者     岩田比呂志（司会） 

ゆいテラスやまや 介護職員    丸山志保（書記） 

欠席 JA 十日町 吉田支店 支店長 根津典弘 様 

吉田地区社会福祉会会長      丸山容子 様 

十日町中地域包括支援センター   久保田茂夫 様  

ゆいテラスやまや 介護支援専門員 関谷俊明      ※敬称略 

記録 ○開会の挨拶 

岩田管理者より開会の挨拶を行う。 

 

○活動状況報告(登録者の状況及びサービス提供回数)について 

岩田管理者が説明をする。 

 

○活動状況（行事の実施や地域活動への参加など）の報告について 

岩田管理者が説明する。 

防災 BCP の進捗状況について、10 月に防災 BCP の机上シミュレーションの

訓練を行った。利用者の名簿の作成、発電機の作動を行い、いろいろな災害を

想定して、どのような事ができるのか職員で話し合いを行った。次の実働に活

かせるようにしていきたいと思う。山谷地区との災害時の相互援助に関する協

定について区長に話をして組長会議で承認いただく。11 月 1 日より執行される

ことになる。また援助内容を含め災害時の動きなど地域の皆様と協議していき

たいと思う。進捗状況は随時皆様に報告できるようにしていく。 

・ベジパークは移動販売をしているのか。いろいろな所を回っているのか。 

→本店など回っているようで、月 2 回の移動販売がある。パンのレパートリーも

多い。松屋パンも来ていただき地域の方も結構買われている。 

・利用者さんも買われているのか。 

→決まった方しか買われていないが喜ばれている。お孫さんに買われる方もいる。 
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○事故報告について 

岩田管理者が説明する。 

・毎回薬の事があるが、薬カレンダーの薬を本人が自分で飲まれているのか。 

→この方は奥様がいらっしゃって薬の管理は奥様が行っている。飲み終えた薬包

を私たちが確認に行くという形を取っている。 

既製品としては、その日のその時間になると薬が出てくる物もあるが、値段も

高く実用的ではない。 

・スケジュールの管理ミスが毎回あるように感じるのだが。電話が来てすぐにメモ

が取れない場合は電話にシールを貼るなど工夫が必要なのでは。 

→実際、ここに出てくるケースは同じ利用者様である。スケジュールが変更になる

と小多機のシステム上、関係してくるのだが私たちの対応が甘いところがある

ので一工夫していきたいと思う。 

・同姓の利用者の計画書が配付されてしまうというのは同じ苗字の別の人のとこ

ろに配布されたということなのか。 

→はい。本来なら封筒の宛名はフルネームで記載しなくてはいけないのだが、苗字

だけ記載してしまい、同じ苗字の別の利用者様に配布され封筒を開けて間違い

に気付いた。 

 

○利用状況比（令和 5 年度 8 月～令和 5 年度 9 月） 

岩田管理者が説明する。 

通いの方は登録者数が若干減少しているが入院の方が 2 名いた事が関係してい

ると思う。2 人とも、似たような利用頻度で泊まりもされていた。それと泊まり

を利用されていた方の入所が決まり 9月の泊まりは 16 回という少ない数字にな

ったかと思う。訪問のほうは 377 回ということで今までで最高値である。2 人入

院されたが、新規の方で訪問が毎日なのともう一人の新規の方も週に何日か訪

問利用されていて、それでカバーできるくらい訪問数を稼いでいる状況である。

訪問は順調に進んでいるかと思われる。 

・運営的にはどのような状況ですか。 

→おかげ様で昨年度から黒字化している。今年度も引き続き順調にいっている。利

用者様の数と職員数の体制のバランスを見ながら調整している。ある程度のと

ころで調整をしてもらっているところである。 

・法人全体では。 

→法人全体としても黒字である。一番大きいのはコロナのなかでやまびこは入所

施設を持っていないのが非常に大きかったと思われる。100 床ある入所施設を持

っていると一人でも陽性が出ると大変で、職員も次から次へと陽性になってい

くような状態である。小多機でもコロナ感染者が出てもなんとか食い止めて最

低限の対応で施設を閉鎖することなく対応した。サービスの部分では縮小した

ところもあるが、そのような感じで対応した。 

・やまびこのデイサービスはどのような稼働率か。 

→やまびこのデイサービスは一般型と認知症型がある関係でバランスを取らなく

てはならない。例えば片方いっぱい取って片方少なく取らないといけないとい
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うのがあって定員を、認知症型は最大で 12 名なのだが一般型は 35 名と多めに

設定している。稼働率でいうと他から見ても低い数字だが、平均利用者数として

は 31人ちょっとということで法人としても目標に近い形で利用していただいて

いる。 

・やまびこはヘルパーもあるのか。割とヘルパー事業というのは赤字で撤退すると

ころもあるようだが。 

→今年度やまびこ単独で見ますとヘルパー事業は赤字である。やまびこでいうと

コロナで一番影響をうけるのがヘルパーが一番大きかった。職員がコロナ陽性

になってしまうとそこの派遣に他のヘルパーがカバーに行かなくてはいけない

とか、必ずしも誰もがその利用者様のところに行けるわけではないので必ずサ

ービス提供責任者と事前に訪問しなくてはならないというルールがある中で厳

しい状況だった。その点、小多機はそういうものがないので誰でも行ける環境が

あるのは非常に大きいかなと思う。 

○要望や意見交換 

身体拘束の廃止に向けての取り組みだが、うちの事業所のほうも身体拘束廃止

に向けての体制というところで委員会のほうを設置して取り組んでいきたいと

思う。身体拘束廃止の委員会の構成というところで運営推進会議の皆様を基本

とし、お言葉をいただければと思う。12 月から運営推進会議に合わせて皆様か

らご意見をいただきたい。設置目的というのが身体拘束廃止に向けての現状把

握、改善の検討ということで貴重なご意見をお願いしたい。 

                                以上 

 

※次回開催予定は令和 5 年 12 月 15 日（金）15：00～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


